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研究成果の概要 

本研究計画では、物性系における超光速性の分散関係を駆使してブラックホール周囲の特異

な物理過程を実現し、新規デバイスとして実用化を目指す研究を進めている。計画の最初のマイ

ルストーンとして、既にデバイス設計やシミュレーションの進んでいるスピン波系においてアンプとし

ての動作検証を行うことが重要となる。今年度は有限長プロトタイプ(permalloy)の試作を行い、平

行して vector network analyzerを用いた透過・反射測定系及びパルス電流源を用いた spin 

transfer torque電流印加系の構築を進めた。4Kの低温テスト環境は現有の GM冷凍機により簡

便に実現し、そのチェンバー設計及び製作も合わせて進めた。年度末に、構築した測定系とサン

プルを組み合わせて試測定を行い、STT電流に比例した分散曲線の変化等を確認した。 

2つ目の系である超伝導回路系については、現在行っている理論解析に加え、数値計算や

ANSYS-HFSSによる有限要素シミュレーションでの動作検証を進めた。また SQUIDアレイのプロ

セス開発と平行してプロトタイプとなるデバイスの製作を行った。 
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